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今年度も残すところあと１ケ月

例年になく今年の冬は雪が少なく、大雪の心配もせずに終われるのかなあと感じており
ます。まもなく２月も終わり、今年度も残すところあと１ケ月となります。１９日（火）
は二十四節気の一つである雨水（空から降るものが雪から雨に変わり、雪が溶け始めるこ
ろ）でした。今週は暖かい日も多くなり、日ごとに春の息吹が感じられる季節となってき
ています。
さて、残り１ケ月となり、６年生はもちろん、全学年が１年間のまと

めの時期を迎えました。それぞれの学年で身につけるべき内容の習熟に
取り組んでいます。子どもたちが目標としてきた学習面や生活面での達
成の様子も確認しながら、しっかりとしたまとめをしていきたいと考え
ています。そして、３月２２日には、全校生で心を１つにし、立派な修
了証書・卒業証書授与式を行いたいと思います。ラストスパートとなり
ますが、保護者の皆様のご支援・ご協力をお願いいたします。
※ 職員玄関前にひな人形が飾られております。ご来校の際には、ぜひご覧ください。

４年生が蔵の里を訪問
２月１３日（水）に４年生が総合学習で蔵の里を訪問しまし

た。今年の４年生は「ふるさとの人を知ろう」というテーマで
１年間勉強してきました。今回の学習では、喜多方市名誉市民
第１号に選ばれた蓮沼門三の生き方や考え方、業績等について
勉強してきました。また、修養団の活動についても教えていた
だきました。喜多方には素晴らしい方々がいたことをたくさん
学んだようです。

避難訓練をしました
２月１５日（金）に少し寒い中でしたが、「地震により強い

揺れが起こった」ことを想定して避難訓練を実施しました。
みんな「お・は・し・も」を守って玄関前の駐車場に真剣な
態度で避難することができました。ぜひ、ご家庭でも「お・
は・し・も」の内容と、もしもの場合の行動についてご確認
してほしいと思います。

体育アドバイザーの先生との楽しい授業
２月１９日(火)に２年生、４年生、６年生の体育の授業に

会津教育事務所から体育アドバイザーの矢澤先生と武藏先生
がいらっしゃいました。各学年の児童のみなさんに柔軟性の
大切さを説明した後、みなさんと楽しく運動をすることがで
きました。どの学年の子どもたも楽しく体育の授業に取り組
み、汗をたくさんかきました。柔軟運動は家庭でもぜひ継続
して取り組みましょう。



３年生が郷土民俗館を見学
２月２０日（水）に３年生が喜多方市郷土民俗館（市図書館３

階）を見学しました。社会科の見学学習でしたが、資料館にある
たくさんの展示物（昔のアイロンや昔の井戸、米作りの道具等）
にみんなびっくりの様子でした。文化課の内藤さんに詳しく説明
していただき、子どもたちはたくさんのことを学んできました。

３年生がそろばん学習を実施
２月１９日（火）と２１日（木）に３年生がそろばん学習をし

ました。今回は、みとみ学園から五十嵐先生と鵜名山先生のお二
人が来校し、楽しい授業をしてくれました。３年生は２時間続き
でしたが、最後までしっかりと取り組むことができました。今週
の３年生は大変でしたがよく頑張りました。

６年生が卒業お茶会をしました
２月１９日（火）に６年生が茶道を通して日本文化に触

れることと小学校卒業を祝い、卒業お茶会を実施しました。
お茶会は今年で７年目となり、茶道宗徧流 田部宗芳先生、
渡部宗喜先生、佐藤宗朝先生、田部まさふみ先生の４名が
講師として来校していただきました。山内沙紀さん、湯田
翠さん、菊地乃愛さんには、３年間茶道を学んだ証として
修了証書が授与されました。初めての体験であった人も日
本文化のよさを学ぶことができました。

u 平成３０年度歯科衛生標語コンクール
優秀賞 ３年 小林 稜空 「強いはで おいしいしあわせ かみしめて」

◆ 第６３回福島県書きぞめ展（入賞者多数のため特選のみ紹介させていただきます）
【硬筆の部 特選】 １年 瓜生 瑛奏 ２年 田中 捷
【毛筆の部 特選】 ３年 小檜山芽生 小林 稜空 内海 結衣

４年 長澤 駿 山口 惠 高野 絢香
５年 東條 泰暉 小檜山結菜 若菜 陽仁
６年 中島 快生 渡部 光

◆ 平成３０年度小学校農業科作文コンクール
【農業科賞】 ５年 羽入 結音 「作物を育てて感じた大変さ」

６年 小野寺璃來 「支援員さんありがとう」
◆ 第１２回瓜生岩子さんへの絵てがみコンクール（５年生が出品）

【優秀賞】 小檜山結菜 佐藤 杏莉
【優良賞】 羽入 結音
【 佳 作 】 大塚 夏妃 佐藤 愛梨 富山 優衣

お知らせ
本校の北側校門にある松が夏頃から元気がなくなっていました。専門業者の方にみ
ていただいたところ、「枯れてしまっているので、このままにしておくと倒木の危険
がある。」とのことでした。児童の安全を最優先に考え、残念ではありますが伐採さ
せていただきます。ご理解の程よろしくお願いいたします。


